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さすか開催地村山・優勝おめでとう
村山竜神GG場にて

「工イ工イオー」さすか現役、元気か屋竜
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OG美女14名に囲まれた

笑顔の労厚課長
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溝
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∴
．
浦
　
愛
ト

◎
第
1
8
回
支
部
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
交
流
入
会

今
牛
皮
も
村
山
竜
神
G
G
場
に
お
い
て
県
内
8
地

区
7
9
名
の
選
手
を
迎
え
盛
大
に
開
催
し
ま
し
た
　
好

夫
に
恵
ま
れ
、
会
場
周
辺
の
最
上
川
添
い
は
紅
葉
も

始
ま
り
自
然
一
杯
の
卜
、
2
4
ホ
ー
ル
を
使
用

N
T
T
山
形
小
泉
課
長
、
東
北
電
友
会
結
城
代
表

幹
事
よ
り
温
か
い
激
励
の
挨
拶
を
頂
き
、
持
ち
き
れ

な
い
選
手
達
、
広
大
な
天
然
芝
へ
威
勢
良
く
1
打
H

を
ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト
で
ス
タ
ー
ト
。1
年
振
り
の
付
会
で

和
気
詰
々
の
中
に
も
真
剣

な
姿
、
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン

の
掛
け
声
プ
レ
ー
で
の
奇

声
な
と
笑
顔
が
絶
え
な
い

交
流
大
会
と
な
り
ま
し
た

初
め
て
の
試
み
で
、
ほ

て
い
る
途
中
で
想
像
を
維

す
る
「
豪
雨
し
一
雷
」
に
兄

．
構
わ
れ
中
山
と
な
り
ま

し
た
が
、
今
回
は
踊
り
十

を
鼓
舞
さ
せ
る
ほ
し
一
の

好
天
に
点
ま
れ
ま
し
た

「
正
調
踊
り
・
舛
踊
り
・

笠
回
し
」
　
の
踊
り
√
速
を
最
か
ら
支
え
て
い
る
の
か

私
通
の
O
G
仲
間
目
名
の
梓
き
ん
で
女
性
踊
り
ト
の

前
付
け
や
お
化
粧
、
黒
件
の
ハ
ッ
ヒ
や
浴
衣
の
前
付

け
な
ど
の
技
を
駆
使
し
手
際
よ
く
頑
張
っ
て
い
た
た

き
ま
し
た

構
内
で
の
　
「
出
陣
式
」
　
で
は
古
川
血
r
支
店
長
を

名
が
前
日
に
練
習
ラ
ウ
ン
ド
と
支
流
宿
狛
等
で
優
勝

を
目
指
し
、
成
果
も
そ
れ
な
り
に
発
揮
さ
れ
ま
し
た

一
笑
＝入

会
結
果
は
次
の
通
り
で
し
た
■

川
体
賞
　
　
優
　
勝
　
付
出
チ
ー
ム

◆
霞
城
ク
ラ
ブ

◎
花
笠
踊
り
の
薪
付
支
援

真
夏
の
祭
典
『
山
形
花
笠
ま
つ
り
』
が
8
月
6
日

開
催
さ
れ
、
「
ヤ
ノ
シ
ョ
ウ
、
マ
カ
シ
ョ
N
T
T
」

の
掛
け
声
に
乗
っ
て
総
勢
り
〓
〇
〇
名
の
大
梁
川
が
ハ

レ
ー
ド
に
参
加
し
ま
し
た

‖
心
い
起
こ
せ
ば
一
昨
年
は
出
陣
式
後
会
場
へ
向
っ
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Jl残留、残念ながら降格l

今度こそJl復活た

健康第－‥行事に参加師います

5lI

先
頭
に
「
エ
ィ
エ
ィ
オ
ー
」
　
の
威
勢
の
い
い
掛
け
い
丹

と
と
も
に
華
や
か
な
姿
で
会
場
へ
向
か
い
ま
し
た

友
接
し
て
頂
い
た
O
G
仲
間
の
皆
様
へ
山
形
支
店
よ

り
こ
苦
労
様
と
の
感
謝
の
一
．
一
日
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た

会
H
の
皆
様
本
当
に
お
疲
れ
様
で
し
た

◎
第
1
回
文
化
講
拭
会
閲
催

平
成
刀
隼
8
月
2
7
日
遊
学
館
に
お
い
て
、
山
形
霞

城
グ
ラ
フ
、
上
山
、
村
山
、
塞
河
江
さ
／
、
ら
ん
ほ
の

会
〓
ハ
仙
名
の
参
加
で
牛
後
1
時
半
か
ら
閏
催
さ
れ
ま

し

た

　

　

　

　

　

　

卿

は
じ
め
に
、
鈴
木
砦
新

会
に
か
ら
　
「
今
年
度
は
文

化
講
演
会
を
余
日
ハ
皆
様
の

牛
清
の
錯
と
な
る
よ
う
に

抜
放
会
開
催
し
て
い
き
ま

す
の
で
、
尚
．
居
の
こ
協

県
内
C
ト
′
ビ
ク
ス
は
、
認
知
症
の
方
の
位
的
情

黒
碓
語
手
し
て
　
〃
見
守
り
く
ん
り
　
の
普
及
拡
大
を
展

開
し
て
い
く
〉
　
O
B
5
5
名
の
〃
に
光
親
書
大
便
を
委

嘱
し
て
活
動
い
た
だ
い
て
い
る
　
電
友
会
の
O
B
の

皆
様
の
情
報
提
供
、
協
力
を
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
」
等
の
講
話
が
あ
り
ま
し
た
〔

第
2
部
は
、
「
モ
シ
テ
の
躍
進
∴
畳
を
叶
え
る
」

と
超
し
て
モ
ン
テ
デ
ノ
ー
オ
山
形
の
中
川
川
茂
敏
桐
締

役
か
ら
、
紀
常
、
チ
ー
ム
つ
く
り
、
地
域
へ
の
貢
献

に
つ
い
て
講
演
が
あ
り
ま
し
た

「
緑
営
は
、
J
り
】
時
代
よ
ー
り
倍
の
に
億
日
の
∴
⊥
汀

で
現
在
は
運
営
し
て
い
る
か
ー
位
を
目
指
す
∴
は
ま

だ
不
足
な
の
で
観
客
動
〓
亜
び
に
広
告
収
入
の
増
か

．
ヽ
■
．
－
J
王
、
＋
ヽ
、
ヽ
／
＼
‖
1
、
、
．

力
を
い
た
だ
き
た
い
」
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た

第
1
部
は
、
「
N
T
T
東
日
本
の
串
某
動
向
」
と

超
し
て
N
T
T
山
形
友
情
の
古
川
直
子
上
店
に
か

ら
　
「
昨
隼
度
は
組
織
見
直
し
整
備
等
の
コ
ス
ト
削
減

〃
上
り
に
よ
り
大
き
な
利
益
を
確
保
で
き
た
　
今
年
度
は

．
‖
…
日
加
価
伯
車
業
の
タ
ラ
ウ
ト
サ
ー
ヒ
ス
を
屯
点
に

屁
関
す
る
　
ま
た
小
岩
構
造
の
変
化
に
よ
り
直
営
は

ヒ
シ
ネ
ス
系
及
び
氾
コ
ラ
ホ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
県
加
五

マ
ス
ユ
ー
ザ
は
多
伎
な
車
業
者
が
光
コ
ラ
ホ
を
中
心

に
∵
ス
ト
〓
場
情
根
の
抽
入
を
′
〓
う

必
要
レ
一
な
る
の
で
、
是
非
皆
さ
ん
も
会
場
に
足
を
運

ん
で
応
接
し
て
い
た
だ
き
た
い

チ
ー
ム
づ
く
り
で
は
、
い
い
選
手
と
指
導
君
の
確

保
∴
日
成
・
そ
し
て
最
後
ま
で
あ
き
ら
め
ず
骨
に
余

力
て
フ
レ
ー
す
る
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
フ
ェ
ア
プ
レ
ー

精
神
を
忘
れ
ず
に
、
山
形
県
民
に
愛
さ
れ
る
チ
ー
ム

を
目
標
に
取
り
組
ん
で
い
る
」
等
の
講
詔
を
い
た
た

き
ま
し
た
一
最
後
に
山
形
総
力
戦
で
1
1
桟
留
を
勝

ち
取
る
と
の
力
強
い
決
意
を
長
明
き
れ
ま
し
た

意
節
2
回
文
化
講
演
会
開
催

半
成
刀
隼
9
月
乃
‖
遊
学
純
に
お
い
て
、
山
形
最

戒
ク
ラ
ブ
、
卜
山
、
H
H
、
塞
河
江
さ
く
ら
′
ル
ほ
の

余
日
椙
名
の
参
加
を
㍑
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
一

は
じ
め
に
鈴
木
砦
会
に
よ
り
1
0
月
以
降
の
行
車
い
い

つ
い
て
1
ケ
ラ
ン
ド
コ
ル
フ
県
人
会
1
】
紅
葉
の
輿

日
比
旅
行
日
ソ
N
T
T
と
の
交
流
会
の
紹
介
と
、
欠

回
の
文
化
講
演
会
は
来
年
度
に
黒
地
す
る
旨
の
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た

誹
溝
は
受
付
で
頂
い
た
溌
万
葉
〝
屠
抹
散
　
｛
と
そ

き
ん
）
り
　
か
ほ
の
か
に
香

る
申
て
始
ま
．
り
ま
し
た

講
師
は
老
舗
高
畠
基
局

代
夫
取
締
役
往
艮
中
村
妙

卜
樟
　
演
題
は
　
「
溌
〃
基

て
他
出
つ
ノ
1
り
」
　
で
す

お
詔
は
1
両
局
基
局
の
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漢方薬に興味津々・
伝わります

井上信夫さん85歳健勝おめてとう

250回記念大会・・
ウエアもGooです

聴
吏
【
リ
ー
漢
方
薬
の
処
方
　
｛
実
演
）
　
り
J
牛
目
黒
キ
品
代
り
十

す
り
シ
ナ
ル
商
品
と
葉
暗
料
理
の
順
に
詰
－
二
㌧
頂
き

ま
L
ト
∵
萬
犀
基
局
は
明
治
1
0
年
か
ら
漢
方
薬
の
営
業
を
洋

み
、
昭
和
5
3
年
に
山
形
車
で
初
の
調
剤
基
局
を
聞
設

し
現
在
は
福
祉
・
介
護
川
日
脚
の
賃
貸
や
販
売
な
ど
の

巾
ん
差
を
展
聞
し
て
お
り
ま
す
【

漢
方
薬
の
種
類
は
多
く
、
私
達
に
身
近
な
も
の
キ

紹
介
す
る
と
、
頻
尿
に
八
味
丸
、
認
知
症
・
不
眠
症

に
は
抑
肝
散
、
キ
レ
巧
・
イ
ホ
痔
に
乙
字
‖
悌
な
と
が

効
く
そ
う
で
す
　
又
、
明
治
の
　
「
養
牛
誹
」
　
に
は
、

食
生
活
習
頂
の
戒
の
他
に
　
「
だ
ら
し
な
ノ
1
梢
に
な
ら

な
い
、
言
葉
は
少
な
く
無
用
の
こ
と
を
言
わ
な
い
」

ヒ
あ
↓
？
て
う
て
L
－

途
中
て
実
演
も
あ
り
、
煎
じ
て
お
い
た
「
屑
薙
散
」

爪
邪
気
を
居
，
り
、
魂
を
蘇
ら
せ
る
）
　
を
試
飲
し
ま
ー
し
た

汗
は
宮
中
の
年
中
行
事
と
し
て
正
月
に
飲
ま
れ
た
そ

う
で
す
最
後
に
生
薬
を
使
っ
た
萬
屋
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
‖
甲
と

し
て
不
安
神
捏
症
に
〝
へ
っ
ぴ
ん
煎
餅
″
不
老
長
寿

に
　
り
松
什
飴
・
梅
の
力
り
　
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
　
〃
サ
ラ
シ

ア
靖
り
　
か
紹
介
さ
れ
ま
し
た
一
更
に
薬
膳
椚
理
の
カ

レ
ー
ラ
イ
ス
や
ハ
ン
ハ
ー
グ
等
の
レ
シ
ヒ
は
お
店
に

準
備
し
て
あ
る
そ
う
て
す
■

お
上
座
に
　
〝
屠
蘇
散
り
　
と
　
〃
べ
っ
ひ
ん
煎
餅
り
　
を

頂
き
、
日
頃
あ
ま
り
意
識
し
な
い
漢
方
葉
の
奥
深
言

を
感
じ
た
講
演
で
し
た

◎
サ
ー
ク
ル
活
動

中
な
な
か
ま
ど
会

な
な
か
ま
ど
ゴ
ル
フ
愛
好
会
の
活
動
は
、
第
1
回

例
会
か
ら
節
目
と
な
る
通
舘
2
5
∩
回
目
の
例
会
を

半
成
2
7
隼
度
第
5
回
例
会
　
へ
8
月
は
‖
悶
催
）
　
で
遁

成
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
　
元
気
で
楽
し
く
継
続
て

き
た
こ
と
を
記
八
′
r
－
し
て
揃
い
の
ブ
ル
ゾ
ン
を
作
り

速
成
を
祝
い
ま
し
た
■
　
ま
た
刀
隼
は
、
第
1
回
例
会

で
＝
収
高
齢
音
の
件
卜
信
夫
さ
ん
の
優
勝
、
さ
ら
に
第

3
回
例
会
で
は
会
に
の
束
泡
林
憲
男
さ
ん
の
優
勝
が

あ
り
会
の
活
動
を
盛
り
上
げ
て
頂
き
ま
し
た
1
　
こ
れ

か
ら
も
　
∵
几
気
で
∩
黙
と
ふ
れ
あ
い
、
楽
し
く
遊
ぶ

車
〃
　
を
モ
ッ
ト
ー
に
耕
会
日
の
参
加
を
頂
き
、
中
名

の
会
日
で
活
動
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す

且

「

リ
】
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
布
紗

㍗
隼
は
′
書
目
ほ
れ
か
そ
れ
ぞ
れ
の
佃
件
を
作
品
に
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石山　キ　　　　暮暮　ナチ　　．書J■　由紀千

人山　正子　　　條■　没ヂ　　　嶋本　鞘子
中壬層　tJ tL　ふよさ　　松山　‥ルこ

特比　けチ　　　＿＿帆　，代丁　　■ゝ　済r

小t tI子　読み　チエ　　　凛退　化佳T

Ll格も　　　1　11日主上J∵　・ぺて・

生き活きパンチ仲間・頑張っています

準優勝メンハー
来年は　　ですI

L一一　　　璽璽　革

5コ

7磨敗はとちらに

図碁県大会・・
いつも「若々しい」強者仲間達

込
め
て
発
表
の
ハ
ガ
キ
は
前
回
の
来
館
記
快
音
へ

ニ
J
n
U
（
‖
枚
、
手
芸
や
骨
市
境
さ
ん
へ
り
ー
n
U
n
U
枚
製
作

し
ま
し
た

そ
れ
ぞ
れ
の
環
境
の
中
で
、
作
品
作
り
に
込
め
る

想
い
や
例
会
へ
の
出
席
に
努
力
す
る
サ
ー
ク
ル
余
日

の
　
「
情
熱
」
　
は
年
輪
と
と
も
に
増
し
て
い
る
よ
う
で

す
■

，
／
ラ
ン
ク
ト
に
と
目
標
を
定
め
、
精
進
す
る
こ
し
こ
一

－
二
し
い
ま
す

、　再▲

、　　　　－　　■

〓
　
ふ

l

 

J

　

▲

一

、∵■旺

甘
紹
城
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
サ
ー
ク
ル

秋
晴
れ
の
相
月
7
日
に
、
付
山
車
の
村
山
竜
神
G

G
に
お
い
て
電
友
会
山
形
支
部
交
流
ブ
ラ
ウ
ン
卜
、
コ

ル
フ
大
会
が
聞
催
さ
れ
当
ク
ラ
フ
か
ら
は
川
名
が
出

｛
枠
車
、
鶴
岡
地
区
）

川
月
6
日
　
湯
野
浜
「
い
こ
い
の
村
犀
川
」
参
加

音
訓
名

・
束
北
南
三
県
裁
薫
囲
持
交
流
会

一
韓
車
、
抽
出
し
の
ぶ
囲
碁
ク
ラ
フ
）

9
日
乃
∩
　
穴
原
温
泉
「
い
づ
み
や
」
参
加
者
は

斗
川
路
友
の
会

・
対
局
で
ボ
ラ
ン
テ
√
▲
ア
r
介
護
老
人
保
他
施
設
「
フ

ロ
ー
ラ
ー
」
　
で
毎
週
金
曜
日
に
実
施

好
一
ぶ
て
初
心
音

場
し
ま
し
た
∴
競
技
成
績

は
、
団
体
戦
が
準
優
勝
、

佃
人
の
部
で
は
黒
仲
が
3

位
に
、
女
性
か
り
】
位
、
飛

び
賞
で
も
3
名
が
受
賞
す

る
な
と
、
今
ま
で
に
な
い

好
成
轟
を
あ
げ
黒
牛
は
ワ

の
万
も
参
加
．

・
′
川
‖
弟
2
、
第
」
・
バ
リ
日
日
′

ヽ

；

．

1

二

▲

日
に
例
会
闇
催

卜
半
期
の
勝
敗
1
位
は

斎
藤
端
雉
－
り
】
位
は
▲
日
日

・
山
形
県
交
流
岡
持
七
会

－
J
N
T
T
I
O
B
写
真
ク
ラ
ブ

今
隼
座
す
回
目
の
桔
狛
損
揖
会
を
川
り
［
仙
〓
＼
コ

‖
叫
紅
い
匪
爪
の
裏
磐
梯
」
　
で
実
施
　
¶
H
は
中
仙
友
会
の

．
日
中
と
一
里
な
り
参
加
音
は
6
れ
て
し
た
が
そ
れ
そ
れ

傑
作
を
も
の
∴
L
L
t
r
L
き
ま
L
ト
ー
ま
た
ー
第
3
回
作
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元気一杯のプロ写宗家
入賞期待しています

老人ホームへの清拭タオルの贈呈
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はじめての一泊旅行l

晶
展
」
を
刀
隼
日
日
知
日
1
2
5
日
ま
で
聞
催
す
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す

ま
し
た
■
　
以
奈
川
隼
問
活
動
が
継
続
さ
れ
た
こ
ヒ
カ

ら
、
㍗
牛
皮
「
長
期
継
続
賞
」
が
受
賞
さ
れ
る
こ
と

し
六
や
り
ま
ー
し
た
　
お
め
で
と
う
こ
き
い
ま
し
た
！

昏
㍍
州
（
薫
光
寺
）
と
草
津
温
泉
旅
行
に
1
5
名
が
参

加
い
た
し
ま
し
た
。

当
地
区
で
は
、
は
じ
め
て
の
旅
行
を
か
画
し
ま
し

た
1
　
9
月
四
日
か
ら
の
一
泊
旅
行
で
す
。
当
日
は
ぺ

候
に
も
恵
ま
れ
、
薄
光
寺
等
は
勿
論
の
こ
と
、
車
窓

か
ら
眺
め
た
日
限
山
の
雄
大
な
円
然
に
は
全
日
が
思

わ
ず
声
が
あ
が
る
ほ
ど
に
感
動
い
た
し
ま
し
た

爪
．
）
サ
ー
ク
ル
活
動

日
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
愛
好
会

余
日
は
鱒
名
、
女
件
の
実
力
者
が
そ
ろ
っ
て
い
ま

す
∴
N
T
T
労
組
退
職
者
の
会
山
形
県
人
会
へ
の
参
加

へ
6
月
2
日
天
串
一

・
フ
ナ
の
森
グ
ラ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

二
′
＝
8
日
初
日
）

＼
‥
…
退
痩
西
付
出
・
北
相
川
交
流
大
会

二
日
h
H
J
H
日
付
山
）

川
伴
　
性
膵

個
人
1
位
　
片
山
　
抽
雄
　
2
位
　
大
谷
　
幸
刀

◆
電
友
会
さ
く
ら
ん
ぼ

◎
会
H
奴
は
3
名
増
加
し
6
9
人
と
な
り
ま
し
た
。

耕
会
‥
H
と
な
っ
た
3
わ
に
は
、
今
牢
虔
新
設
さ
れ

た
ク
オ
カ
ー
ト
の
咄
呈
を
お
こ
な
い
ま
し
た

◎
「
愛
の
は
と
」
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
長
期
継
続
賞
の

授
午
が
決
定
し
ま
し
た
。

老
人
ホ
ー
ム
へ
の
清
拭
タ
オ
ル
の
冊
＝
t
活
動
が
評

価
さ
れ
、
平
成
1
8
隼
に
い
皿
友
会
本
部
か
ら
衣
影
さ
れ
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桑折追分　左か羽州街道、手前と右が奥州街道・国道13号と
4号に相当する交差点、閑散として時代の流れを想わせる

二
歳
友
会
山
形
支
部
安
流
人
余
　
｛
m
H
7
日
付
山
一

用
件
　
6
位

・
粟
河
江
地
区
大
会
二
川
月
2
3
日
長
崎
）

総
合
優
勝
　
中
村
久
子

黒
√
1
位
自
国
∴
謂
大
　
女
√
1
位
中
村
久
．
十

1
2
J
カ
ラ
オ
ケ
愛
好
会

会
‖
H
は
3
9
名
、
月
2
回
の
例
会
で
耕
州
も
パ
ソ
ナ

リ
で
す

・
夏
の
実
力
披
露
会
を
行
い
ま
し
た
ニ
ー
日
用
‖
ホ

テ
ル
．
龍
一

丁
〇
月
m
h
〓
ぺ
章
）

N
T
T
労
測
道
爪
音
の
会
山
形
県
協
議
会

〔
9
日
1
日
日
に
け
）

朋
子
1
位
鈴
木
復
姓
　
女
ト
3
に
中
日
久
√

高
退
通
西
村
山
交
流
大
会
　
（
1
0
月
1
3
日
塞
河
江
）

朋
十
3
い
鈴
木
厚
情

粟
河
江
地
k
大
会
　
｛
日
月
6
H
自
鵬
）

5
日
謂
〓
実
施
し
、
参
加
者
は
コ
名
∴
　
参
勤
交
代

や
日
羽
．
．
．
山
請
な
ど
で
、
数
、
冬
さ
れ
な
い
人
々
が
往

来
し
た
羽
川
街
道
r
一
3
c
c
隼
以
上
の
時
が
流
れ
、

道
路
は
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
で
し
ょ
う
か
／
今

回
は
羽
州
街
道
の
一
部
、
楯
岡
宿
か
ら
奥
州
街
道
と

合
流
す
る
福
島
県
桑
折
町
ま
で
を
バ
ス
で
往
復
し
ま

し
た

．
1
卓
球
愛
好
会

余
日
は
目
名
、
り
】
名
が
入
会
、
選
手
が
補
強
て
き

ま
し
た
！
現
在
は
秘
密
練
習
に
よ
り
冥
力
U
P
を

図
っ
て
い
ま
す
■
　
仲
山
チ
ー
ム
と
も
互
角
の
試
万
が

一
「
ニ
さ
る
か
も
・
・
・
！
・
山
妻
の
写
真
は
　
そ
の
時
ま

て
秘
密
で
す

ト
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
愛
好
会

発
足
3
年
、
会
‥
日
も
ほ
れ
か
ら
知
名
に

・
N
T
T
労
刑
山
形
県
ク
ル
ー
フ
連
絡
会

◆
村
山
ク
ラ
ブ

阜
研
修
旅
行
「
羽
州
街
道
を
行
く
」

＝
㌔
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
村
山
入
会
閲
催

在
の
ヶ
ラ
ウ
ン
ド
コ
ル
7
人
会
が
5
月
訓
日
、
結

点
の
竜
神
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
、
M
h
か
参
加
し
ま
し

た
■
　
霊
．
つ
な
い
巨
〓
空
、
葉
山
の
頂
卜
に
は
城
い
j
か

－
、
・
、■

■

．

I

L
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春のクラウントコルフ大会参加メンハー
平成27年5月20日

村山山形、寒河江地区の合同しりんさい掛J

17の浴槽で温泉三昧l

平成27年9月29日　新船温泉「愛隣館」にて

55

古川山形支店長の挨拶

優
勝
　
男
「
　
高
橋
義
雄
　
女
「
　
丹
野
　
郁
ト

付
山
O
B
会
の
秋
の
一
泊
旅
行
は
板
輿
友
接
ヒ
し

て
、
告
手
県
陸
前
高
日
の
　
「
訂
跡
の
．
本
松
」
　
の
旅

を
圭
施
し
ま
し
た
　
参
加
常
は
川
折
　
衝
中
は
ほ
と

∴
と
の
建
物
が
り
洞
に
流
さ
れ
て
い
ま
し
た
　
こ
の
日

草
宿
山
地
は
耕
鈴
混
京
「
愛
隣
裾
」
　
で
し
た
　
り
】
日

日
は
秋
川
県
に
入
り
隼
糸
と
葉
た
ば
こ
、
酒
造
り
て

栄
え
た
構
手
車
増
田
町
の
重
要
な
内
蔵
を
見
学
、
感

動
の
旅
で
し
た

◎
じ
ゅ
ん
さ
い
採
り

村
山
O
B
会
の
じ
沌
ん
き
い
掘
り
は
、
大
行
地
沼

一
′
し
7
月
3
日
行
わ
れ
た

今
回
塞
河
汗
か
ら
3
名
、

・
‖
作
カ
ら
り
こ
れ
、
〓
∵
〓

は
り
】
名
の
み
の
参
加
と

な
■
∵
た
■
　
日
出
O
B
会
の

参
会
首
は
徐
々
に
減
少

し
、
次
回
の
J
両
は
札
直

り
】
　
N
T
T
退
職
帯
石
余
丁
催
ク
ラ
ウ
ン
ト
コ
ル
フ

県
人
会
二
6
日
∵
二
日
一

人
前
グ
ラ
ウ
ン
ド
コ
ル
フ
場

3
　
N
T
T
退
職
音
の
会
山
形
県
協
主
催
第
3
回

ハ
ー
ク
コ
ル
フ
県
人
会
　
（
9
月
1
4
日
〕

艮
井
車
バ
ー
ク
コ
ル
フ
場
　
5
2
名
参
加

◆
酒
田
電
友
会

へ
■
＝
一
－
定
期
総
会
開
催

平
成
封
牛
皮
の
溝
川
小
戦
友
会
定
期
大
会
が
6
月
に

〓
洒
m
王
姫
殿
で
仙
名
参
加
で
聞
催
さ
れ
ま
し
た
・

目
頭
、
平
成
鱒
隼
度
に
6
わ
の
会
日
が
し
く
な
ら

れ
た
こ
と
か
ら
こ
‥
且
ハ
福
を
お
祈
り
し
て
黙
砧
を
棒
げ

ま
し
た
続
い
て
高
橋
会
長
か
ら
次
の
よ
う
な
挨
拶
を
い
た

だ
も
、
ま
し
た

今
、
竜
友
会
で
の
悩
み
は
余
日
が
隼
々
少
な
く

な
二
し
い
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
を
打
関
す
る
た
め
半

し
を
迫
ら
れ
て
い
る

｛
m
）
秋
の
一
拍
旅
行

◎
各
種
入
会
へ
の
参
加

1
　
N
T
T
労
組
第
り
】
回
ブ
ル
封
、
上
位
ハ
ー
ク
コ
ル

7
大
会
∵
5
月
［
…
〓
】

大
豆
半
里
川
原
√
ハ
ー
ン
コ
ル
7
場
　
4
7
名
参
加
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クリーン作戦横様
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成
2
7
午
度
は
「
ク
寸
カ
ー
ド
り
J
n
り
∴
‖
■
0
円
」
を
進
呈

し
プ
レ
ミ
ア
ム
を
つ
け
て
取
り
朝
ん
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
㌧
　
今
日
、
お
渠
ま
り
の
会
［
日
の
皆
様
か
ら
も

声
か
け
て
い
た
だ
き
余
日
増
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い

と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た

来
賓
と
し
て
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
退
職
者
の
会

溝
川
地
区
協
・
満
会
会
比
の
菊
地
義
信
様
と
竜
友
会
山

形
支
部
支
部
長
の
鈴
木
哲
桂
か
ら
挨
拶
を
い
た
だ
き

ま
し
た
総
会
は
恒
例
に
よ
り
高
橋
会
に
を
・
胱
長
に
凝
目
し

議
車
に
入
り
ま
し
た
一

半
成
加
年
度
の
車
某
狙
告
は
■
1
＼
組
織
の
強
化
セ

サ
ー
ク
ル
活
動
3
N
T
T
ヒ
の
通
鵜
強
化
で
ク

リ
ー
ン
作
戦
や
光
昭
の
皆
様
と
の
交
流
会
の
模
様

1
収
支
決
算
書
が
附
肯
き
れ
満
場
．
比
で
承
認
さ
れ

ま
し
た
続
い
て
平
成
刀
隼
度
車
某
計
画
一
案
一
で
は
組
織

強
化
の
．
環
と
し
て
1
徳
し
ー
く
券
同
様
に
大
変
お
得

な
ク
オ
カ
ー
ド
ワ
ニ
U
O
O
円
を
今
年
度
の
入
会
君
に

付
け
る
こ
と
と
し
ま
し
た
、

リ
＝
N
T
T
と
の
連
携
強
化
で
は
ク
リ
ー
ン
作
戦
が

6
月
2
7
日
行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
ク
リ
ー
ン
作
戦
会
場

と
な
る
地
図
を
総
会
場
で
配
布
し
て
呼
び
か
け
を
し

ま
し
た
。
ま
た
光
回
線
に
つ
い
て
は
前
隼
度
と
同
様

に
今
年
度
も
「
光
親
・
・
H
‥
大
便
」
　
の
暮
某
を
行
な
い
ま

し
た

余
‥
日
と
の
情
損
共
有
化
の
充
粟
と
し
て
は
会
〓

芦
梓
律
か
ら
好
汁
を
い
た
だ
い
て
い
る
　
「
余
日
の
近

況
損
告
」
は
酒
田
独
自
の
施
策
と
し
て
今
後
も
継
続

－
二
、
い
き
た
い
と
の
提
案
で
し
た

ま
た
、
平
成
㍗
年
度
の
収
支
計
画
予
算
　
（
案
）
　
の

損
案
も
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
「
∴
根
後
に
半

成
㍗
年
度
の
役
目
件
制
に
つ
い
て
は
提
案
ど
お
り
の

決
定
ヒ
な
り
ま
し
た

総
会
終
／
後
は
懇
親
会
に
移
り
古
川
山
形
支
店
長

か
ら
こ
挨
拶
を
頂
き
楽
し
ノ
＼
賑
や
か
な
時
間
と
な
り

ま
し
た

◎
N
T
T
ク
リ
ー
ン
作
戦

「
み
な
と
洒
m
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
お
し
ん
レ
ー
ス
」

の
主
会
場
と
な
る
溝
川
北
港
大
浜
海
岸
一
多
目
的
グ

ラ
ン
ド
）
　
の
清
掃
を
N
T
T
、
関
連
会
社
、
N
T
T

O
B
の
皆
さ
ん
　
（
歩
こ
う
会
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の

会
一
の
協
力
の
も
と
開
催
日
前
日
の
6
日
2
7
日
悪
天

候
の
な
か
約
7
0
名
が
参
加
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た

清
掃
面
桔
約
1
n
U
O
O
n
U
 
m
を
1
時
間
で
渠
め
た

コ
ミ
の
量
は
り
】
ト
ン
ト
ラ
ン
ク
1
日
あ
り
ま
し
た

大
会
は
帥
回
目
を
欽
え
、
県
内
外
か
ら
1
5
0
㌢
カ

エ
ン
ト
リ
ー
し
、
洒
m
北
港
大
浜
海
岸
の
整
備
さ
れ

た
■
自
然
景
観
の
な
か
て
各
選
手
が
力
を
振
り
絞
二
1

日
分
の
根
裏
号
挑
み
ま
し
た

◎
サ
ー
ク
ル
溝
助

1
L
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

・
木
材
ク
ラ
フ
4
月
り
】
〓
閃
症

・
鈴
木
光
祐
杯
存
季
大
会
　
（
平
成
2
7
隼
5
月
7
日
）

場
所
．
・
人
浜
緑
地
公
園

優
勝
　
前
日
　
里
美
　
　
準
優
膵
　
小
松
　
真
之

優
略
者
は
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
た
技
を
如
何
な
ノ
ト
発
揮

さ
れ
兄
車
に
優
勝
√
　
私
た
ち
の
お
手
本
て
す

‥
人
目
昭
雄
杯
存
季
大
会
一
平
成
2
7
年
6
月
1
R
H
二

場
所
　
ス
ワ
ン
会
場

優
勝
　
阿
部
　
信
夫
　
　
準
優
勝
　
渡
部
　
し
ん

優
勝
者
は
窮
地
に
立
言
て
も
フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
グ

ホ
ー
ス
を
忘
れ
な
い
　
そ
の
不
帰
の
精
神
が
勝
利
の

方
程
式
を
呼
ん
で
い
る
・

・
鈴
木
光
祐
杯
　
（
平
成
㍗
隼
7
日
品
目
）

場
所
　
南
遊
佐
G
・
G
会
場

優
勝
　
北
谷
　
啓
．
　
準
優
順
　
高
橋
　
利
．
い

今
回
の
優
榛
は
技
術
向
上
も
恒
闘
見
え
て
非
常
に

価
佃
が
あ
る
　
こ
れ
を
継
続
し
て
更
な
る
向
卜
が
期

待
さ
れ
ま
す

・
八
川
昭
雄
杯
秋
季
た
杢
〓
平
成
刀
隼
q
・
日
日
〓
〕
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浦河記念館にて

5【

‖
勿
隼
　
人
浜
緑
地
公
国

優
勝
　
高
橋
　
砦
　
　
準
優
勝
　
小
野
J
　
隆
．

優
勝
音
は
ス
ホ
ー
ツ
万
能
な
ん
で
も
こ
な
す
ユ
ー

テ
′
リ
テ
ィ
ー
フ
レ
ー
ヤ
ー
で
す

・
洒
日
、
鶴
川
交
流
親
書
ク
ラ
ン
ト
コ
ル
フ
大
会

（
半
成
2
7
年
9
月
2
4
日
）

場
所
　
前
川
野
‖
「
ひ
た
ま
り
．
G
G
会
場

参
加
音
　
酒
田
か
名
、
鞘
岡
9
わ
　
計
黒
名

優
豚
　
阿
部
　
信
夫
　
　
3
位
　
小
松
　
真
之

優
勝
音
は
常
に
上
位
入
賞
を
果
た
す
丸
∵
プ
レ
ー

ヤ
ー
で
風
情
が
漂
っ
て
い
ま
す

榔
N
T
T
囲
碁
愛
好
会

毎
週
水
曜
日
・
卜
曜
日
の
牛
後
村
局
研
修
会
を

行
っ
て
お
り
、
次
回
の
N
T
T
・
O
B
囲
碁
忘
年
入

会
　
｛
■
2
＝
中
旬
）
　
に
向
け
て
会
＝
∪
ハ
相
互
の
親
睦
と
研

緋
を
枯
ん
で
お
り
ま
す

≠
N
T
T
・
O
B
歩
こ
う
会

・
清
河
八
郎
記
念
館
と
古
戦
場

1
郷
土
出
身
の
志
卜
清
河
八
郎
を
偲
ぶ
1

平
成
2
7
年
6
月
5
日
帖
大
の
も
と
γ
前
9
時
弛
分

集
合
場
所
て
あ
る
飯
森
山
国
件
記
念
作
育
紹
駐
車
場

に
粥
名
が
集
ま
り
、
郷
十
の
柾
史
の
紺
解
き
に
、
い

ざ
出
発
】

現
地
へ
は
参
加
‖
者
の
中
に
分
乗
し
て
当
分
は
レ
」
で

記
念
館
に
到
着
し
ま
し
た
■

清
河
八
郎
記
念
館
に
入
館
す
る
と
早
速
案
内
人
よ

t
り
高
言
八
郎
の
牛
い
立
ち
の
説
明
を
受
け
ま
し
た

▼
半
歳
か
隼
は
折
損
親
誕
牛
か
ら
1
5
0
昨
日
で
あ

十
日
、
川
出
国
満
目
川
村
へ
規
山
形
県
庄
内
町
）
出
身
の
「
折

損
親
ハ
牛
且
の
組
」
溝
河
八
郎
没
後
1
5
0
隼
日
の

節
目
∴
な
る
た
め
巡
回
－
特
別
展
を
問
催
し
て
い
る
ヒ

刀
二
と
て
し
た

清
河
・
八
郎
は
自
叙
伝
を
残
し
た
稀
な
志
士
で
あ
り

た
よ
う
て
す

岬
す
て
江
．
日
へ
旅
立
っ
た
清
河
八
郎
は
か
4
．
で
文

武
指
出
を
掲
げ
て
情
河
燕
を
開
校
　
そ
の
後
、
塩
辛

接
夷
派
と
ー
ェ
し
浪
1
‥
音
1
1
を
結
成
し
た
が
、
そ
の
急
進

的
な
活
動
の
た
め
に
蓉
府
に
暗
殺
さ
れ
ま
し
た

飾
内
で
は
、
暗
投
直
前
に
詠
ま
れ
た
旬
や
直
羊
の

手
紙
、
〃
剣
な
し
J
遺
品
や
寮
閏
を
展
示
し
て
あ
っ
た

記
念
館
は
清
河
を
祭
る
清
河
仲
仕
の
中
に
あ
り
、
什

殿
の
前
に
は
銅
像
が
掃
か
れ
て
あ
り
ま
し
た

追
わ
れ
る
以
前
は
旅
行
に
よ
る
視
野
の
拡
人
を
図

り
　
「
呵
旋
目
早
一
を
執
羊
さ
れ
た

圧
内
の
先
人
と
し
て
協
動
の
罷
右
に
こ
ん
な
に
存

名
な
人
物
が
い
た
と
は
知
ら
す
レ
こ
し
も
嘉
既
莱
く
‥
混

m
り
を
り
川
毛
】
ま
し
た
■

清
河
記
念
館
を
後
に
し
て
釣
川
分
ほ
ど
中
て
移
動

し
、
‥
収
卜
川
河
川
放
て
莞
し
み
な
弁
「
の
時
問
し
こ
与

り
ま
し
た

余
什
て
共
に
働
い
て
拾
わ
れ
た
伸
刷
の
絆
は
と
こ

も
力
強
く
感
じ
ま
し
た

こ
の
あ
と
河
川
敷
を
訓
分
位
歩
い
て
最
終
日
的
地

の
　
「
最
上
川
卜
流
沿
岸
黒
岩
水
利
車
八
木
所
」
　
に
ノ
〓
き

ま
し
た
こ
こ
で
は
老
朽
化
に
伴
う
機
能
供
卜
が
顕
＝
帯
な
頭

打
仁
、
揚
水
機
場
及
び
用
水
路
の
改
修
を
行
う
ほ
か

川
水
路
の
新
設
に
よ
り
川
水
系
統
を
再
如
し
川
水
の

一
明
の
安
定
供
給
と
維
持
管
理
の
軽
減
を
図
り
て
い

る
と
の
こ
と
で
し
た
し

こ
こ
か
ら
帰
路
に
つ
き
渠
合
場
所
に
無
車
到
石

皆
さ
ん
お
疲
れ
様
で
し
た
√

◆
電
友
会
お
い
た
ま

る
サ
ー
ク
ル
捕
動

い
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
愛
好
会

半
成
㌘
牛
皮
　
（
上
聞
）
　
の
活
動
状
況

1
定
例
総
会
　
1
日
日
日
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27年電友会長井定期総会
平成27年4月21日

5ト乙

N
T
T
・
O
B
サ
ロ
ン
　
（
～
．
＝
席
古
刀
…
名
）

＝
オ
ー
プ
チ
ノ
ブ
大
会
　
5
月
2
0
日
一
参
加
者
1
5
名
）

優
勝
　
遠
藤
　
安
昭
　
　
準
優
勝
　
什
上
　
　
忠

3
■
6
月
例
月
大
会
　
6
月
柑
臼
　
（
参
加
音
2
5
名
）

優
勝
　
遠
藤
　
安
昭
　
　
準
優
勝
　
鈴
木
　
幹
パ

ー
テ
月
例
月
大
会
　
7
月
1
4
円
　
（
参
加
者
封
名
）

優
勝
　
遠
藤
　
安
昭
　
　
準
優
勝
　
鈴
木
　
幹
司

5
8
日
り
　
（
1
n
O
国
記
念
）
　
大
会
　
8
月
8
日

へ
参
加
者
■
5
名
）

優
勝
　
五
卜
嵐
誠
一
　
準
優
勝
　
本
m
 
l
。
日
賦

平
成
1
3
年
日
月
9
円
に
規
約
・
規
定
を
削
嘉
、
翌

年
第
1
回
大
会
が
閲
催
さ
れ
て
か
ら
本
大
会
が
記
念

す
べ
き
1
0
0
回
大
会
と
な
り
ま
し
た
。
祝
仙
日
の
懇

親
会
と
会
員
へ
記
念
品
の
贈
呈
を
行
い
ま
し
た

6
9
月
例
月
大
会
　
9
月
1
9
日
　
（
参
加
者
1
5
名
）

優
勝
　
本
田
　
だ
廣
　
　
準
優
勝
　
遠
藤
　
安
昭

今
回
で
‖
回
目
と
な
る
電
友
会
東
北
三
P
G
愛
好

会
　
（
古
川
、
小
牛
田
、
お
い
た
ま
）
　
の
交
流
大
会
は

「
小
牛
田
P
G
愛
好
会
」
が
幹
事
会
と
な
り
9
月
9

日
大
崎
市
の
　
「
加
護
坊
P
G
場
」
　
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
　
我
が
会
は
少
数
精
鋭
の
5
名
で
参
加
し
ま
し
た

大
会
後
の
表
彰
式
、
懇
親
会
は
1
年
ぶ
り
の
再
会

で
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

幹
事
会
の
皆
さ
ん
に
は
大
変
な
ご
苦
労
を
お
か
け

し
ま
し
た
ハ
一
御
礼
申
し
し
け
ま
す
▼

2
1
I
T
サ
ー
ク
ル

5
＝
神
目
総
会
を
．
目
し
一
読
案
は
承
認
さ
れ
清
動

を
閲
始
し
ま
し
た
　
6
日
よ
ー
り
冥
活
動
を
聞
始
し
、

7
月
に
は
、
福
祉
協
読
会
よ
り
一
人
汚
ら
し
の
老
帰

人
宅
の
革
刈
り
ボ
ラ
ン
テ
で
ア
の
依
租
が
あ
り
、
会

員
5
名
の
協
力
を
得
て
草
刈
り
の
実
施
と
記
録
写
真

の
損
影
に
当
た
り
ま
し
た
　
4
月
に
も
退
職
許
の
会

よ
り
観
桜
会
の
記
念
写
真
鋸
最
の
依
頼
が
あ
り
、
出

席
し
損
影
に
当
た
り
ま
し
た
▲
－
各
偶
人
の
活
動
は
旅

行
の
思
い
√
＝
ア
ル
ハ
ム
作
り
や
、
個
人
の
京
料
の
作

成
修
正
等
の
作
業
や
、
町
内
活
動
の
記
録
・
案
内
文

の
作
成
を
中
心
に
活
動
し
て
い
ま
す
′

ま
た
O
B
サ
ロ
ン
で
も
活
動
を
通
じ
て
雑
談
を
し

な
が
ら
近
況
報
告
等
で
親
睦
を
深
め
て
い
ま
す
　
今

後
も
電
友
会
・
退
鵜
苫
の
会
の
活
動
記
録
や
記
念
写

真
の
作
成
に
当
」
て
い
き
ま
す
。

◆
電
友
会
長
井

◎
定
期
総
会
開
催

4
月
2
1
日
、
飯
豊
町
の
添
川
温
京
⊥
し
ら
さ
ぎ
荘
］

に
て
、
来
賓
と
し
て
東
日
本
山
形
支
店
長
の
古
川
直

，
十
様
と
、
山
形
支
部
長
の
江
場
柾
を
お
迎
え
し
、
会

員
3
8
名
中
2
7
名
が
出
席
し
、
鱒
隼
度
の
決
算
及
び
2
7

年
度
の
予
算
及
び
活
動
計
画
が
満
場
一
致
で
可
決
成

し
り
一
し
ま
し
た

◎
サ
ー
ク
ル
活
動

廿
歩
こ
う
会
サ
ー
ク
ル

刀
隼
度
の
活
動
計
画
に
措
づ
い
て
5
月
か
ら
早
速

活
動
し
ま
し
た
　
写
真
は
6
月
に
行
り
た
た
章
市
の

若
松
観
音
に
仲
間
1
0
名
て
行
っ
た
時
の
も
の
て
す

こ
の
他
、
5
月
に
＝
根
上
町
金
山
、
7
月
に
西
川
町

志
津
、
9
月
に
は
福
鳥
県
の
裏
磐
梯
と
楽
し
く
元
気

で
活
動
し
て
お
り
ま
す
ー
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1
り
、
′
∵
真
鳥
て
0
日
川
日
に
両
陽
直
の
運
動
ト
い
囚
て
練

習
－
土
言
草
ハ
拍
子
す
　
練
習
の
成
果
は
祐
仲
人
余
て

旧
人
の
濡
て
十
位
に
入
る
音
も
出
て
お
り
、
今
後
も

練
習
を
重
ね
て
川
作
で
も
卜
付
に
な
れ
る
様
に
情
動

を
続
け
て
行
き
ま
す

3
．
I
T
サ
ー
ク
ル

I
T
け
ー
ケ
ル
は
、
今
牛
皮
よ
り
〓
▲
（
作
的
に
溝
動

を
始
め
日
月
に
会
鋸
の
創
Ⅲ
＝
す
き
発
行
し
ま
し
た

今
後
は
内
容
を
充
実
さ
せ
、
1
2
月
頃
に
発
行
し
、
会

日
の
皆
様
に
竜
友
会
活
動
の
様
ト
を
お
知
ら
せ
す
る

予
定
で
す

針
－
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
（
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
）
サ
ー
ク
ル

毎
月
2
回
以
上
の
練
習
日
を
決
め
て
活
動
し
て
お

電
友
会
長
井

田
牡
鹿
的
・
誰
で
も
で
き
る
プ
レ
ー

代
裁
　
大
滝
　
■

ゲ
ラ
ウ
　
ノ
ト
ゴ
ル
リ
・
‥

－
ク
㍉
∵
ル
7
と
も
に
、
地
租

い
り
ち
ィ
　
ご
樹
陶
製
か
・
u
I

叶
を
、
・
て
れ
そ
れ
の
ゴ
ー
ル

コ
リ
ア
．
ヒ
　
′
n
汀
■
　
⊂

る
ホ
ー
化
に
入
れ
る
ゲ
ー
ム

で
、
そ
の
打
数
の
少
な
i
ふ

繊
う
ゲ
ー
ム
で
守

木
精
的
な
ゴ
ル
フ
と
比
べ

て
、
雉
．
い
ノ
．
－
・
几
卜
P
 
U

t
J
こ
と
が
で
～
、
芝
生
ム
ト

の
小
け
て
十
m
で
　
且
や
持

ざ
▼
．
畑
印
の
小
か
・
h
一
な
い
倖

朕
的
小
二
野
凡
∵
て
項
∵
1
り
′
で

．
√
∵二
m
史
好
へ
山
に
多
数
り

ん
々
∴
げ
由
い
1
た
い
て
し
右

り
　
種
目
耶
ワ
）
無
暗
に
ヅ
　
ノ

ン
ド
ゴ
ル
？
．
苅
4
金
曜
た

、
－
ク
コ
ル
リ
十
鼠
．
し
′
て

い
わ
り
よ
す

6
日
ワ
リ
ケ
一
ノ
　
／
▼
．
コ
小
′

ハ
破
門
に
は
、
‖
餌
付
∴
八
の
棚

沢
さ
ん
が
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
　
′

尤
L
J
回
れ
出
↓
む
と
、
里
む

や
旬
齢
に
間
作
む
も
正
で
す

克
帳
に
脇
し
め
一
つ
「
ポ
ー
ノ

て
す
の
で
、
ぜ
ひ
多
較
参
m

一
て
、
　
緒
に
7
し
－
し
左
　
9
日
1
J
∴
‖
　
（
日
．
1
）
　
に
は

1
■
「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
日
を
ヘ
ム
脇
に
七
八
人
か
〓
わ

栽
左
下
；
∴
㌣
揮
・
軟
‥
－
た
　
れ
る
γ
ハ
止
で
「

た
み
け
∵
　
い
て
す
　
　
　
　
　
　
多
数
ぢ
加
し
て
．
上
人
」
ん
一

美
た
．
h
I
ウ
ゴ
八
7
も
、
　
盛
り
1
け
た
い
と
偲
っ
て
い

N

I

T

γ

ル

ー

プ

で

隼

2

回

＝

i

す

ほ
し
前
人
八
八
を
‖
っ
て
お
り

回
歩
く
よ
り
、
楽
し
む
傾
向
に

へ
一
作
丑
は
、
爪
■
5
日
∵
・
5

日
．
1
－
私
募
加
か
も
と
、

無
両
町
1
む
ら
曳
き
の
甲
」

会
■
発
ノ
日
に
あ
た
り

紙
面
を
会
員
の
交
流
の
場
に

会
長
　
■
何
人
仁

山
∬
屯
友
人
人
種
柾
目
へ
パ
リ
に
な
り
た
し

た
り
西
行
竺
γ
し
也
り
に
土
日
、
ク
■
′
　
ノ
ー
」

仏
ソ
　
‥
r
T
つ
人
山
サ
ー
・
ヤ
ル
タ
、
来
し
く
り

い
小
叩
．
山
、
二
了
山
り
L
すわ

ノ
の
据
加
　
し
い
ん

．

∴

J

h

：

．

1

ミー・・1・・・

＼
∵
．
∵
‖
■
　
／

人
“
日
の
持
喋
に
は
　
み
イ
′
∵
ナ
ト
等
．
し
脛

八
日
で
参
加
？
さ
な
か
1
㌔
汀
に
も
　
ィ
、
ノ

ト
の
宰
し
′
二
、
山
い
い
域
／
や
り
を
ム
知
ら

せ
す
る
打
沈
右
ふ
ん
．
㌦
▲
三
、
ぶ
り
た
し

ゝ
し

叶
咋
L
1
1
腎
足
し
た
t
T
け
－
ウ
ル
肌

瞳
勺
〃
。
‖
て
、
三
縄
し
】
し
て
来
航
′
L
 
E

登
一
日
し
、
7
年
度
に
や
っ
た
謳
、
十
毎
J
J

計
画
を
ト
．
1
用
・
り
仙
L
L
た
い
と
吊
し
、
〉
よ
十

士
一
．
情
さ
ん
か
・
り
L
　
＼
」
博
に
載
り
∴
．

も
ら
い
た
い
こ
し
与
．
か
れ
n
f
し
た
へ
、

つ
け
机
罠
に
座
巌
L
r
．
し
た
n
J
t
ば
＝
い

で
す
　
純
血
か
へ
よ
り
封
鷲
れ
げ
射
い
㌧
こ

い
l
t
た
、
一
七
点
て
∴
で
∴
∵
七
十

代
■
　
ホ
■
　
土
工
■

・
お
し
ゃ
べ
り
む
楽
し
も
′

へ
た
　
で
す
1

血
戦
は
　
「
楽
し
も
う
へ
と

の
比
鼠
が
鳴
く
な
り
う
っ
ふ

り
ま
す
が
、
†
均
年
齢
と
比

糾
し
ま
す
の
ぐ
ご
容
麒
栃
い

亀す。ま
た
、
行
き
先
々
で
見

所
・
食
べ
所
・
T
い
所
あ
れ
ー

は
．
叫
間
の
許
す
闇
自
立
〔

照
り
鶉

…
紺
P
よ

ち
な
品
に
、
汁
高
宣
〓
－

8
日
化
、
福
島
県
凛
東
銀
∴

千
．
u
L
T
お
り
E
ナ
〉
　
錦
七

七
霞
翳
祷
山
を
軍
み
な
ノ
ノ
∴

1
智
掃
h
色
沼
や
断
れ
」
　
く

ほ
　
u
休
職
打
蠣
鴨
ホ
漁
の
山

人
な
鴨
場
散
鴨
　
の
い
ず
わ

か
を
戸
′
㌣
上
＼
い
ま
す

．
〓
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